防災教育スタートパック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災ワークショップ・校地(地震)編



※進行スライド（進行要領例）は，このファシリテーター進行表を基に作成しています。
研修時間：約50分（チェックイン・チェックアウトを除く）
	時間
	参加者の活動内容
	ファシリテーター留意事項　☆助言ポイント

	３分
	１　オリエンテーション
①　本日のねらい・流れの説明

2 本日の趣旨説明

3 （ワークショップの趣旨・ルールを確認）
	・ファシリテーターは防災主任（担当者）が行う。
・ねらい，流れをワークシートで確認させる。
・各グループの進行役の確認も行う。
・③は必要に応じて実施する。

	約

５分
	○チェックイン
①　自己紹介をする。

②　感じていること，思いを発表する。
	・ここから計時を担当する。
・①と②合わせて５分間計時する。（グループ人数に応じる）

・１人１分を厳守する。
・時間になったら次の活動へ切り替える。

※時間がない場合は省略してもよい。

	１分
	２　防災ワークショップ・校地（地震）編
地震が発生した場合に起こり得る校地内の危険とそれに対する事前対策，指導を考える。
①　状況を確認する。
②　校地内平面図を確認する。
※ここからグループ活動
	・状況は各グループ進行役が説明

「状況は，地震による非常に強い揺れが発生したという想定です。揺れや津波による校舎の倒壊については考えないものとします。」

・①②合わせて１分間計時する。

・時間になったら次の活動へ切り替える。

	５分
	③　「考えられる危険」を付箋（色Ａ）に書き出し，校地内平面図の該当場所に貼る。
例）「体育館の照明が落ちる」

　　「清掃ロッカーが倒れる」


	・５分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

☆付箋の書き出し方を伝える。

・時間になったら次の活動へ切り替える。

	８分
	④　「考えられる危険」について発表し，話合いをする。

	・８分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

・１人１分以内で発表する。
・話合いが展開しないグループには，他のグループの様子等を参考にして話合いの視点を与える。
・時間になったら次の活動へ切り替える。

	５分
	⑤　「具体的な対策・児童生徒等への指導」を考え，付箋（色Ｂ）に書き出し，校地内平面図の該当場所に貼る。
例）「清掃ロッカーの固定」

　　「避難経路の確認」
	・５分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

☆付箋の書き出し方を伝える。

・時間になったら次の活動へ切り替える。

	８分
	⑥　「具体的な対策・児童生徒等への指導」について発表し，話合いをする。

	・８分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

・１人１分以内で発表する。
・話合いが展開しないグループには，他のグループの様子等を参考にして話合いの視点を与える。

・時間になったら次の活動へ切り替える。

	８分
	⑦　付箋（色Ｂ）を模造紙にグループ化し，

共通のキーワードでまとめる。
※ここまでグループ活動
	・８分間計時する。「残り１分」の声掛けをする。

☆模造紙のまとめ方について説明する。

・時間になったら次の活動へ切り替える。

	10分
	３　防災ワークショップのまとめ

①　全体シェアリングをする。

②　防災ワークショップの振り返りをする。
	・校地平面図，模造紙を用いて，順番に発表させていく。
・時間に応じて，質疑応答を設ける。
・下欄の「振り返りの視点」を参考に，防災ワークショップ全体を振り返っての感想や意見などを述べる。

	約

５分
	○チェックアウト
①　得たこと，学んだこと，感想などを発表する。
	・５分間計時する。（グループ人数に応じる）

・１人１分を厳守する。
※チェックインを省略した場合は，チェックアウトも省略してよい。


■進行のポイント
□進行スライドを活用する場合，事前にスライド内容と進行要領を確認してください。

□活動時間は目安です。実際の研修計画や参加人数，活動状況に応じて設定・変更してください。

□「２ 防災ワークショップ③・④と⑤・⑥」はそれぞれ一つの活動としてまとめ，時間を短縮することもできます。
＜資料：防災ワークショップ振り返りの視点＞

　参加者の発言の様子から，振り返りの視点に合わせて，大切なことを確認したり，発言内容になかったことを補足したりする。


◇事前の危機管理，発生時の危機管理について◆
①　落ちてこない　

・高い所に物を置かない。蛍光灯や天井等の非構造部材は落下の危険がある。

・窓ガラスは割れて，飛散する危険がある。

②　倒れてこない　

・座る場所やドア付近には背の高いロッカー，本棚などは置かない，固定する。

③　移動してこない

・固定できるものは固定する。キャスターをロックする。
・ピアノなど重量物から離れ，空きスペースへ避難するよう指導する。

④　災害発生時や待機時に必要となる備品や備蓄の確認

・ハンドマイク，携帯ラジオ，マスターキー等

ファシリテーター進行表





防災ワークショップ・校地（地震）編





１分





『１枚の付箋に１つだけ書いてください。』


『考えられるだけどんどん書いてください。』


『校舎内だけでなく,校庭なども含めた校地全


体について考えてください。』





『先ほどと同じように書いてください。』


『他の先生方の貼った付箋についても考えてください。』





・付箋を「対策」「指導」などでまとめる。


・付箋を「転倒防止」「避難経路」「生徒への


声掛け」などでまとめる。
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